（別紙１）
予算要求資料
平成25年度9月補正予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：森林整備費　　　
	事業名:里山林整備事業費補助金
　　　（清流の国ぎふ森林・環境基金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　林政部　恵みの森づくり推進課　恵みの森づくり係　電話番号：058-272-1111（内3029）

　E-mail：c11513@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　 補正要求額：30,000千円

（現計予算額：105,892千円　　　補正後予算額：135,892千円）
	要求内容


	１　要求の内容


県は、市町村、森林組合等が森林の公益的機能の維持・向上を図るために実施する管理・整備に要する経費を助成する「里山林整備事業費補助金」について、事業募集し、審査の結果、１３７，３２５千円分の事業要望に対し、２５事業・市町村に対し１０５，５９２千円を採択することを決定した。

一方、依然として地域住民からの整備要望の高い、里山林整備箇所を重点に、その整備に係る事業費を増額要求したい。
※補助上限単価（補助率10／10）

　　①侵入竹の除去　　 300千円／ha   ②森林病害虫の防除　 40千円／m3
  　③広葉樹等の植栽　 500千円／ha　 ④修景等の環境保全　125千円／ha

　　⑤不用木の除去　   200千円／ha　 ⑥附帯施設整備　　　300千円／ha

　　⑦既存施設の改修 5,000千円／ha

	２　所要経費


（１）里山林整備事業費補助金　　 　105,592 → 135,592千円

（２）里山林整備事業費補助金事務費 　  　　　   　300千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	105,892
	0
	0
	0
	0
	0
	105,892
	0
	0

	補正
要求額
	30,000
	0
	0
	0
	0
	0
	30,000
	0
	0

	決定額
	30,000
	0
	0
	0
	0
	0
	30,000
	0
	0


（別紙２）
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　野生鳥獣による被害の軽減など地域住民の生活環境の保全や生物多様性の保全等を図るため、平成24年度から平成28年度までの5年間で、2,000ヘクタールの里山林の整備を支援し、環境を重視した里山づくりを推進していく。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	里山林の整備面積
	－
（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	240.83
（H24）
	2,000ha
（H28）
	12.0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　実施状況について
　・25事業・市町村で442.96ha、8箇所の里山林整備を実施中。



（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　平成25年度の目標の整備面積400ヘクタールを超える見込であり、森林の公益的機能の維持増進が図られる。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	里山林の快適環境形成機能や保健文化機能等の公益的機能の維持増進を図るためには不可欠な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	平成２４年度の整備実績では、計画値280haに対し、240.83haと里山林整備目標の８６％の整備が進み、地域住民のニーズにあった里山林を整備することができている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　平成２４年度の整備実績では、事業内容ごとに県が定めた補助上限単価以内に抑えて効率的に事業が実施されている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　里山林の公益的機能がさらに発揮できるよう、制度内容の拡充が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　平成24年度に里山林整備を実施した箇所における自治会等のアンケート調査結果では、高い満足度を得ることができ、住民からも大変好評な事業である。

５年間の整備目標である2,000ヘクタールの達成に向け、今後も地域住民のニーズに合った事業を展開していく必要がある。


